
理論科学研究拠点 
⻑峯健太郎（R3 年度拠点⻑）・橋本幸⼠（R2 年度まで拠点⻑） 

 
● プロジェクト活動報告 

理論科学は、その基礎に数理構造を存し、本来的に理論科学分野全てにおいて共通の礎を
共にするものです。本拠点は、共通の数理やオブザーバブルに関⼼を寄せる理論研究者を結
集し、理論研究に横串を⼊れることによって、研究の新しい芽を⽣み、また各研究対象の問
題点を多⾓的に検討し突破⼝を開くことを⽬的として、2013 年 6 ⽉ 3 ⽇に設⽴されました。 

学部間、研究室間をつなぐ新しい科学の芽を育てるため、ノーベル物理学賞を受賞された
南部陽⼀郎先⽣（⼤阪⼤学特別栄誉教授）のお名前を冠した「南部コロキウム」を運営する
など理論科学の研究⼟壌を作り、新たな研究のパラダイム作りを⽬指しました。 

「南部コロキウム」は 2013 年からスタートし、開催回数は 32 回、参加者数は 100 名を
超える回も多く、総計でのべ 2,000 名を超えています。「南部コロキウム」は広く学部学⽣
にも、そして専⾨分野外でも分かる講演として評判が⾼く、学外にも広く知られるようにな
りました。初期の頃は南部先⽣ご⾃⾝もお⾒えになり、貴重な議論が⾏われました。第 20
回ではノーベル物理学賞受賞者の梶⽥先⽣が講演され、好評を博しました。2021 年 10 ⽉
23 ⽇には⼤阪⼤学の周年記念事業として、特別南部コロキウム「⼤阪⼤学のノーベル賞」
を開催しました。総⻑からの挨拶ビデオも頂戴し、⾼い評価を受けた南部コロキウムは、今
後 PRC の改組に伴い、理論科学研究拠点が理論連携研究プロジェクト(TJR)へと進化した
際にも、アクティビティの基軸として継続実施を予定しています。 

また、拠点主宰の研究会を分野横断的に開催してきました。「数式への情熱を語る研究会」
は物理学科の枠を超え、数学科や⽣物学科、基礎⼯学研究科からの賛辞を得ました。理論科
学の観点から、⾃然階層を超えた理論研究の統合と応⽤の開拓を⾏う本拠点の⽬的に適っ
た研究会を実施してきました。しかしこれらは、南部コロキウムに⽐較すると、2017年以
降は⾮開催であり努⼒が⾜りなかったと⾔わざるを得ません。南部先⽣の逝去に伴い南部
コロキウムも⼀時休⽌の時期が２年弱ほどあり、それに伴って拠点の活動の⾒直しが⾏わ
れ、トピカルな研究会を本拠点主催と冠することの意味は、TJRへの進化において再議論が
必要です。 

本拠点の獲得予算としては下記の実績となります。 
＊未来研究イニシアティブ予算（2014.4-2017.3）単年度あたり 1000千円 
＊⼤阪⼤学周年記念事業特別南部コロキウム事業（2020.4‒2022.3）単年度あたり 700千円 
また、本拠点構成員による研究成果は多数ありますが、拠点が実質的に関与して研究が⾏わ
れたかどうかを判断するのは⼤変難しいため、拠点の成果として出版論⽂などは報告しな
いこととしております。 
次ページ以降に、これまでの実施成果をまとめた資料を添付します。 
URL:  http://www.phys.sci.osaka-u.ac.jp/nambu/tsrp/ 



浅川 正之 物理・教授
大野木 哲也 物理・教授
黒木 和彦 物理・教授
越野 幹人 物理・教授
湯川 諭 宇宙地球・准教授
菊池 誠 サイバーメディア・教授
吉野 元 サイバーメディア・准教授
中野 貴志 RCNP・センター長
北川 勝浩 基礎工学研究科・教授
土岐 博 産学連携本部・特任教授

アドバイザリ

理論科学はその基礎に数理構造を存し、
本来的に理論科学分野全てにおいて共通の
礎を共にするものです。
本拠点は、共通の数理やオブザーバブルに
関心を寄せる理論研究者を結集し、
理論研究に横串を入れることによって、
研究の新しい芽を生み、また各研究対象の
問題点を多角的に検討し突破口を開くことを
目的として、2013年6月3日に設立されました。
学問間、研究室間をつなぐ新しい科学の芽を
育てるため、ノーベル物理学賞を受賞された
南部陽一郎先生（大阪大学特別栄誉教授）の
お名前を冠した「南部コロキウム」を運営
するなど、理論科学の研究土壌を作り、新たな研究
のパラダイム作りを進めています。

活動について

◆市⺠科学講演会の後援◆南部コロキウムの
運営と実施

・現在まで33回の
南部コロキウムを実施

・研究者と学⽣の
交流の場として定着

・約3,000名の学⽣と
教員が参加

・2021年度には
特別南部コロキウム
も実施

・今後も継続予定

南部コロキウム

保坂 淳 RCNP・教授

長峯 健太郎（代表） 宇宙地球・教授
小川 哲生 物理・教授

藤本 仰一 生物・准教授

拠点所属構成員

南部 陽一郎（故） 物理・特別栄誉教授

◆理化学研究所との
連携協定に基づく
シンポジウムを主催

◆湯川⿊板設置

https://www.phys.sci.osaka-u.ac.jp/nambu/

◆拠点独⾃の研究会
を主催



◆南部コロキウム開催状況



◆2013-2021年度南部コロキウムポスター

大阪大学理学研究科で始
まった、理論科学や物理を
中心とするコロキウム。
南部陽一郎大阪大学特別
栄誉教授のお名前を冠し
たコロキウムは、2013年
夏に開始、現在で33回を
数える。
2022年も継続実施。



◆活動の様子



◆2021年度アンケート集計（1）



◆2021年度アンケート集計（2）



真なる分野横断：研究会「方程式でつながる科学」の舞台裏 
 

	 	 	 	 橋本幸士（大阪大学理学研究科） 
 
 

http://kabuto.phys.sci.osaka-u.ac.jp/~koji/workshop/tsrp/Whos-who.html 

 
 
年度末がギリギリに押し迫った２０１５年３月３１日午後、大阪大学理学研究

科物理学専攻棟H701講義室は、１００名の座席に人がギュウギュウに埋まり、
立ち見をする阪大／近隣大学の学生達が数十名も廊下にあふれていた。講義室

の前方には、生物、物理、数学、その他さまざまな専門分野の研究者たちが、

自分の「たった５分間の講演」を目前にして、緊張の面持ちで座っていた。 
 
 
 
＊どうやって、隣りの部屋の人を知るか 
 
そもそも、通常の研究会というものは、ある研究対象トピックを決めて、それ

について関連する研究者が集い、講演をしてディスカッションをするものであ

る。けれども、そのような研究会がいくら繰り返されたとしても、そもそもタ

コツボ化した研究分野を横断するような芽は出て来ない。近年、タコツボ化、

もとい「研究の細分化」が極まり、隣りの研究室で何の研究をしているかすら



分からない状況である。 
 
南部コロキウム（注１）が始まって１年が経った２０１４年暮れ頃、南部コロ

キウム後にいつも開催されている湯川黒板軽食タイムで、理論科学研究拠点を

一緒にやってくださっている藤本仰一さん（理論生物）と私（物理）は、こん

な話をしていた。 
 
「こうやってコロキウムの後に参加者でざっくばらんに話が出来るのはええけ

ど、結局、阪大の中で誰が何やってるか、分からへんままですよねぇ」 
「ほいだら、自己紹介風の who’s who研究会やりましょうよ」 
「そですね。けど、分野も違う研究者達が単に自己紹介しても全然おもんない

し、それにそんなん、そもそも誰もけえへんでしょう」 
 
どうやったら、分野違いの研究者が喜々として集まるんだろう。 
 
「そや、方程式ちゅう切り口で、そこから好きな研究を語ってもらう、ちゅう

のは、どでしょう」 
「たしかに。みんなそれぞれ、ツールとして好きな方程式があるはずやから、

方程式を切り口にとことん語ってもらう、と。専門用語バンバン出て来たら、

聴いてる方は置いてかれてしまうけど、方程式やったらなんとなくみんな感覚

あるわな〜」 
 
で、研究会「方程式でつながる科学」をやることになった。こりゃ面白そうな

企画になる、という予想は、この後、重要なオーガナイザーの参加により、現

実のものとなる。 
 
 
 
＊ツイッターで６００リツイートされた、研究会プログラム 
 
分野を超える境界領域で活躍されている、松尾信一郎さん（数学）と飯塚則裕

さん（物理）、上田昌宏さん（生物）をオーガナイザーに迎え、どんな研究会に



すれば盛り上がるかのネタ出しを行ったのは、２０１５年２月のことである。

登壇人数が多くなりつつあること、そして、生物から純粋数学にわたる非常に

広い分野の研究者が集結することをふまえ、決定的なアイデアが出た： 
 
「もう、１人５分にしましょう」 
 
「プログラムは、方程式だけにしましょう」 
 
これらのアイデアは、通常の「研究会」の常識を全く飛び越えたものである。

通常の研究会はだれでも長く講演したいものであるし、講演内容がプログラム

に書かれているべきである。しかし、この研究会「方程式でつながる科学」は、

全く趣旨と目標が違っていた。まずお互いを知らない研究者が集まり、方程式

で一気に「人」が「つながる」こと、それが目標なのである。そのためには、

研究会自体が、突拍子も無く新しくて、そしてハチャメチャに楽しいものでな

いといけない。これらのアイデアは、常識を突破し、まったく、この目標を達

成できるものだった。 
 
 
このような「つながる」研究会を待っていたかのように、たくさんの研究者が

登壇に名乗りを上げ始めた。人づてに「こんな研究会やるらしいよ、行こう」

がつながり、当初登壇者が１０人くらいかと思っていたところ、とうとう３０

名を超える研究者が集まってしまった。集まった方程式をプログラムにまとめ

てみると、こりゃとんでもないことになったと一目で分かった。 
 
このプログラムを見るだけで、研究会が成功することは疑いなかった。という

より、オーガナイザーで話していたのは、こんなすごいプログラムが出来たこ

とが既に素晴らしいことで、「もう成功していた」。これは、有名な「おまえは

もう死んでいる」のレベルに達していたプログラムだった。 



 
 
研究会を広く学生に告知するためにツイッターで研究会のプログラムを公開す

ると、瞬く間にこの「ヤバい研究会」は反響を呼び、６００リツイートを超え

た。６００ツイートというのは、控えめに言っても数万人に情報が伝達された



ことを意味する。通常の研究会でどんな手法をとっても、この規模の情報伝達

は極めて難しい。 
 
 
＊アツい講演とアツい視線 
 
研究会当日、あふれかえる超満員の会場で、ドラが鳴り響いた。 
 
「このドラが鳴ったら強制的に講演を終了していただきます」 
 
ドッと湧く会場の中、静かに壇上に上がったのは、第１講演者の藤本さん。し

かし、彼の眼は、まったく笑っていなかった。いかに、与えられた５分間で、

自分で決めた方程式からスタートして自分のサイエンスを語るか。しかも、全

く異なる分野の聴衆、学部生や他大学の聴衆に対して。全ての講演者が、全く

同様に緊張していた。当然である。前例のない研究会なのだから。 
 
この後の話は、もう語るまい。写真が、全てを物語るのだから。 
 

 



 

 



 

 

 



 

 

 
 
 



 

 
 

 



 

 

 

 
 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 
 

 


